
 

高
田
東
小
学
校
「防
災
拠
点
訓
練
」に
参
加
し
よ
う 

震
度
５
強
以
上
の
地
震
発
生
に
よ
る
災
害
は
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
出
た
り
、
家
が
倒
壊

す
る
危
険
性
が
あ
っ
て
住
め
な
い
場
合
、
親
和
会
の
住
民
は
「
高
田
東
小

学
校
」
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
高
田
東
小
学
校
防
災
拠
点
訓
練
を 

十
二
月
六
日
㈰
午
前
九
時
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

今
回
も
「
い
っ
と
き
」
避
難
所
（
防
災
拠
点
へ
行
く
前
の
集
合
場
所
）
に
集
合 

＊
い
っ
と
き
避
難
場
所
（
親
和
会
は 

ひ
ま
わ
り
公
園
）
に 

八
時
二
〇
分
集
合
、
八
時
三
〇
分
出
発
致
し
ま
す
。 

＊
訓
練
内
容 

㋐
避
難
訓
練 

自
宅
か
ら
い
っ
と
き
避
難
場
所
経
由 

高
田
東
小
学
校
防

災
拠
点
へ 

町
会
毎
に
３
階
避
難
場
所
へ 

 

㋑
本
部
設
営
訓
練 

㋒
ペ
ッ
ト
も
一
緒
に
避
難 

飼
い
主
責
任
で
ゲ
ー
ジ
内
飼
育 

校
地
内
ペ

ッ
ト
専
用
避
難
場
所
に
避
難 

 

㋓
火
災
・
医
療
に
関
す
る
情
報 

＊
避
難
者
の
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
拠
点
開
設
・
運
営
訓
練
を

一
緒
に
行
う
。 

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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九
月
二
十
七
日
㈰
高
田
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
班
長
会
・
防
犯
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
班
長
会
に
先

立
ち
、
午
前
八
時
よ
り
、
役
員
・
ブ
ロ
ッ

ク
長
・
班
長
及
び
レ
モ
ン
の
会
の
方
々
で
、

緊
急
連
絡
の
模
擬
訓
練
を
実
施
、
今
年
度

は
、
初
め
て
メ
ー
ル
配
信
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

九
時
半
か
ら
班
長
会
、
相
澤
会
長
よ
り 

挨
拶
・
災
害
時 

の
情
報
伝
達
の 

説
明
が
あ
り
ま 

し
た
。
続
い
て 

各
班
長
・
ブ
ロ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ッ
ク
長
か
ら
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
状
報
告
。
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
集
積
場
や
回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

覧
・
会
費
徴
収 

に
つ
い
て
苦
労 

さ
れ
て
い
る
班 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
さ
ん
が
多
い 

 

よ
う
で
す
が
、
役
員
か
ら
の
話
を
参
考

に
、
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
連
絡
事
項
を
お
伝
え
し
、
十

時
四
五
分
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
十
一
時
か
ら
、
港
北
警
察
署

の
本
橋
警
部
補
を
お
招
き
し
、
防
犯
講
習

会
。
交
通
安
全
週
間
、
高
田
交
番
の
犯
罪

状
況
、
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
事
故
・
犯
罪
の
状
況
、

及
び
事
故
防
止
・
犯
罪
被
害
防
止
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
講
習 

会
を
日
常
生 

活
に
活
か
し 

て
、
事
故
・ 

犯
罪
の
防
止 

に
役
立
て
て 

い
た
だ
け
れ 

ば
幸
い
で
す
。 

 
 
 

前
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
渡
っ
た
十
月
十
二
日
㈪
「
体
育 

の
日
」
に
、
第
四
十
二
回
高
田
地
区
大
運
動
会
が
、
高
田
中
学
校 

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
続
々
と
集
ま
っ
た 

皆
さ
ん
が
、
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
入
場
行
進
。
応
援
団
の
エ
ー 

ル
の
交
換
で
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
人
も
子
供
も
元
気 

よ
く
跳
ん
だ
り
走
っ
た
り
。
賞
品
や
参
加
賞
を
色
々
ゲ
ッ
ト
し
て
、 

青
空
の
下
、
大
満
足
の
一
日
を
過
ご
す
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
ん
で
も 

ら
え
る
よ
う
企
画
を
し
ま
す
の
で
、
多
く 

の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

高田地区大運動会 



 

11/29(日) 10:00 役員会 
12/ 6(日)  8:20 地域防災拠点訓練 
12/13(日)  8:00 町内清掃 
12/18(金) 19:00 高田一斉防犯パトロール 
12/20(日) 10:00 役員会 
1/ 8(金) 20:00 防犯パトロール 
1/10(日)  8:00 町内清掃 
1/24(日) 10:00 役員会 
1/31(日) 10:00 拡大役員会 

親
睦
バ
ス
旅
行 

 

九
月
八
日
㈫
、
レ
モ
ン
の
会
主
催
の
『
親

睦
バ
ス
旅
行
』
が
催
行
さ
れ
三
十
七
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
八
時
全
員
集
合
、
山
梨

に
向
け
て
出
発
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
ず
勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ワ
イ
ン
の

試
飲
を
楽
し
み
、
本
日
メ
イ
ン
の
ブ
ド
ウ

狩
り
へ
、
足
元
が
悪
く
て
畑
で
の
ブ
ド
ウ

狩
り
は
一
部
の
方
が
、
残
っ
た
方
は
皿
盛

り
の
ぶ
ど
う
を
食
べ
放
題
、
旬
の
ぶ
ど
う

は
あ
ま
く
て
美
味
し
い
！
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
て
、
お
土
産
も
ど
っ
さ
り
購
入
し
ま

し
た
。 

そ
の
後
石
和
温
泉
で
、
豪
華
な
和
食
膳

の
昼
食
と
、
温
泉
入
浴
。
次
に
山
梨
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
館
を
見
学
、
最
後
は
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
夕
食
用 

の
お
弁
当
を
購
入
と 

盛
り
だ
く
さ
ん
で
、 

楽
し
い
一
日
と
な
り 

ま
し
た
。 

お
楽
し
み
敬
老
茶
話
会 

こ
の
時
期
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
レ
モ
ン
の
会

主
催
の
「
お
楽
し
み
敬
老
茶
話
会
」
も
八
回
目
と

な
り
、
二
十
三
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
十

月
七
日
㈬
高
田
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

ま
ず
名
前
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
豪
華
景
品

を
お
配
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
お
茶
を
い
た
だ
き

な
が
ら
談
笑
、
戸
井
田
さ
ん
の
日
舞
、
皆
様
で
炭

坑
節
を
輪
踊
り
し
て
、
最
後
は
こ
れ
も
恒
例
と
な

り
ま
し
た
懐
か
し
い
曲
を
大
合
唱
♪
と
、
盛
り
だ

く
さ
ん
で
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

「
楽
し
か
っ
た
」「
来
年
も
よ
ろ
し
く
」
と
の
お

声
を
い
た
だ
き
、
ほ
っ 

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま 

た
楽
し
い
会
を
企
画
い 

た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

〈
レ
モ
ン
の
会
一
同
〉 

地域防災拠点訓練 
は 12/6 です 
もしもの時に備えて、
訓練に参加 
しましょう。 

高田地区一斉に防犯
パトロールを行います。
親和会では終了後お
汁粉・甘酒が振舞われ
ます。多くの方のご参
加をお願いします。 

十
一
月
十
四
日
㈯
高
田
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
、
高
田
地
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
親
和
会
よ
り
、
二
チ
ー
ム
（
一
チ
ー

ム
六
名
）
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
天
候
が
す
っ

き
り
せ
ず
、
途
中
雨
に
み
ま
わ
れ
、
競
技
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
他
町
会
の
方
々
と
も
楽
し
く
会
話
を
し
親
睦
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
高
田
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
親
和
会
か
ら 

大
勢
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
参
加
ご
希
望
さ 

れ
る
方
は
お
気
軽
に
役
員
ま
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
） 

            住宅用火災警報器は、火災の煙などを感 

            知して、音声や警報音で知らせてくれる 

            ので、火災の早期発見に、大変有効です。  
◆ つけていますか、住宅用火災警報器 
消防法の規定により、住宅内に住宅用火災警報器を設置することが

義務付けられています。まだ設置がお済みでない場合は、速やかに

取付を行ってください。 

◆ 点検しましょう！住宅用火災警報器 
住宅用火災警報器を安心して使用するために、定期的に点検を！ 


